
「公衆衛生」をメインテーマに掲げ、「第

４回アジア太平洋薬学生会議」（ＡＰＰＳ）

が8月21～27日、東京の国立オリンピック記

念青少年総合センターで開かれた。日本では

今回が初めての開催である。インドネシア、

オーストラリア、中国、フランス、スロベニ

ア、ネパール、ニュージーランド、シンガポ

ール、台湾、タイなどの各国から約280人の

薬学生が参加。薬剤師職能について議論した

り、活発な文化交流が展開された。

会議はすべて学生主体で運営された。厚生

労働省医薬食品局血液対策課の佐藤大作氏や

国立感染症研究所の岡部信彦氏らを招

いた講演、小グループに分かれてのワ

ークショップ、ポスター発表のほか、

スタディツアーとして病院、薬局、ド

ラッグストア、自衛隊施設などの見学

も行われた。ワークショップではエイ

ズや喫煙、薬剤師のあり方などを真剣

に討議し、日本のお薬手帳や医薬分業

も取り上げた。

一方で夜には、海外からの参加者に

日本文化を知ってもらうため、浴

衣や茶道体験、浅草ツアーが企画

された。さらにインターナショナ

ルナイトでは、参加者がそれぞれ

自国の民族衣装を身にまとい、会

場を華やかに彩った。

昼間は真剣にディスカッション

や研修を行い、夜には思う存分、

交流を楽しむのが、国際会議に共

通した特徴といえる。そうした意

味で今回のＡＰＰＳは、薬学生だけの会議で

ありながら、ＦＩＰ（国際薬剤師・薬学連合）

やＦＡＰＡ（アジア薬剤師会連合）さながら

の本格的国際会議の様相を呈していた。

薬事日報社はこのたび、薬科大学・薬学

部およびその在学生に向けて、『薬事日

報・薬学生新聞』を、11月１日付で創刊す

ることと致しました。

医薬分業率が50％を突破し、薬剤師が本

格的に薬物療法の一翼を担う時代がやって

きました。さらに医薬品産業にも再編成の

波が押し寄せるなど、薬業界は激動の時を

迎えています。一方で薬学教育改革が進展

する中、薬科大学は新しい教育・研究体制

の確立を目指し、トライアルや模索を続け

ています。

こうした状況から弊社は、薬学教育をめ

ぐる多様な情報の提供、薬学生同士の交流

の場、薬学生に対する業界動向の紹介など

に活用できる新媒体を考えた次第です。

薬学生新聞は薬学教育、国家試験をめぐ

る動き、薬科大学における教育改革への取

り組み、様々な行事・イベント、サークル

活動やキャンパスの紹介などに加え、就職

関連情報や薬学生に知っておいてもらいた

い薬業界の重要ニュース解説なども盛り込

んで編集していく予定です。

薬科大学、あるいは薬学生の間では、数

多くの行事や活動が行われていることと存

じます。薬学生新聞では様々な動向を、で

きるだけ多く紙面で紹介していきたいと考

えておりますので、掲載あるいは取材して

ほしい情報がございましたら、下記までご

一報いただければ幸いです。

E.Mail yakugakusei@yakuji.co.jp

電　話　03・3862・2141（代表）

８ページ建て、年５回（１月、５月、７

月、９月、11月の各１日）発行というミニ

チュア新聞ですが、薬学部、薬学生のコミ

ュニケーションの場となるよう努力してい

く所存ですので、宜しくご指導ご協力のほ

ど、お願い申し上げます。

株式会社薬事日報社

平成17年９月１日（木曜日） 創刊準備号薬　学　生　新　聞 （１）
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ＡＰＰＳ　日本で初めて開かれる

文化交流も活発に


